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学校法人　高水学園　中期計画

1はじめに

(1)策定にあたって

学校法人高水学園は,明治初年､熊毛郡高水村(現周南市)に開設された磨鍼塾を

源流とし､明治31年4月に高水村塾の創立後､幾多の変遷を経て1 20周年余を迎え

た｡村塾以来一貫した建学の精神は､徳性の陶冶と教育の実践にあり､勤労を尊び生活

は質素であるべきことを教育の指導理念としてきた｡今後もこの建学の精神を継承して

ゆき､さらに広い世界観に立つ教育を実践していくつもりである｡

本計画は､このような歴史と伝統を有する本学が､少子化の進展が加速化する中にお

いても地域から信頼され選ばれる私学として持続的に発展をしていくために､安定した

財政基盤を図りながら､中長期的な展望に立った明確などジョンと実行計画を定めたも

のである｡本学園は､本計画の目標達成にむけ総力を挙げて努力する所存である｡

なお､本計画の中で使用する設置学校名等の略称は次のとおりである｡

(設置学校名等)　　　　　　　　　　　(略称)

高水学園法人事務局:法人事務局

隷籠議.高水高等学校付属中学校::籠謹･同付属中学校

(2)計画期間

令和4年度(2021年度)～令和8年度(2026年度)　5カ年間

2　学校法人がおかれている現況

(1)山口県の総人口は平成28年の国勢調査において140万人の大台を割り込み､令和4

年3月の時点で134万2千人となり､その後も減少が予測される｡また令和2年10

月時点で人口増加率(2020年/2015年)は全国下位9位､ -4･39%である｡

(2)大学等進学率(令和元年度)は全国平均54.8%であるのに対し､山口県は43･4%であ

り､全国平均よりかなり低い傾向にある｡

(3)高校進学率(令和元年度)は全国平均98.8%であるのに対し､山口県は98･4%で

あり､ほぼ全国平均に近い｡

(4) 15歳人口の動向

令和2年に公表された山口県の人口動態調査をもとに､令和2年以降の15歳

人口の推移を示す(単位:人) ｡

2022年 �#�#9D��2024年 �#�#YD��2026年 

山口県 免ﾂﾃ3唐�ll,398 免ﾂﾃ3モ�ll,097 免ﾂﾃ#�"�

岩国市 ��ﾃ�途�1,099 ��ﾃ�C��1,025 ��ﾃ�s��

(5) 12歳人口の動向(単位:人)

2022年 �#�#9D��2024年 �#�#YD��2026年 

山口県 免ﾂﾃ�ッ�ll,243 ���ﾃScR�ll,564 湯ﾃ田b�

岩国市 ��ﾃ��B�1,070 涛�2�I,009 塔sB�
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(6)高水学園学生数･生徒数の変化(各年5月1日現在のもの　　単位:人)

2017年 �#��吋��20ー9年 �#�#�D��2021年 

短期大学 ��Cb�139 ���R�109 ��#r�

高等学校 田C��649 田�2�580 鼎ヲ�

中学校 塔b�78 田��80 塔b�

3　建学の精神と学園運営の基本的考え方

(1)建学の精神

本学園の建学の精神は､ ｢徳性の陶冶｣を源とする人格錬成である｡風説､つまり

時代の変動､社会の変遷に惑わされることなく､一貫した方針を堅持する｡

(2)学園の設立日的

山間部の麓において､僻地にも関わらず､徳望を慕って遠近より学ぶ者を迎えるべ

く､ ｢磨鍼塾｣と呼ばれる私塾を開いたことが源流となっている｡存亡の危機に瀕

すも､再興の気運が熟し､ ｢私立高水村塾｣として創設された｡創設者から語り継

がれているこの歴史を､系譜とする｡

(3)学園運営の基本的考え方

建学の精神である｢徳性の陶冶｣を念頭に､地域や国際貢献する人材を育成する｡

それは､状況が混沌としても､解決の糸口を自らの力で掴む､才知ある人物の輩出

でもある｡運営するための目的ではなく､目的を遂行するための｢運営｣と呼ばれ

る基盤があると信じる｡

4　中期計画の構成

本中期計画の構成は､次のとおりである｡

1はじめに

(1)策定にあたって　　(2)計画期間

2　学校法人がおかれている現況

3　建学の精神と学園運営の基本的考え方

(1)建学の精神(2)学園の設立日的(3)学園運営の基本的考え方

4　中期計画の構成

5　各部門のビジョン(概要)

6　中期財政計画(策定方針と概要)

5　各部門のビジョン(概要)

(1)法人事務局

寄付行為に基づき､理事会は理事長のもとそのガバナンス機能を発揮し､また評議

員会は諮問機関としての役割を十分に果たしていく｡各部門が､各々責務を自覚し

たマネジメントを実現しており､学校法人として統一的･一体的なマネジメント機

能が向上している｡
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(2)短期大学

山口東部にある唯一の保育士･幼稚園教諭を養成する短期大学である強みを生か

し､さまざまな先進的な取組みを通して社会的評価が高まっている｡近隣の高等学

校との高大連携協定が効を奏し､独自の奨学金制度による修学支援体制の拡充がな

され､さらに社会人の積極的受け入れを行ったことから学則定員を満たしている｡

地域に密着した短期大学として､子育て支援センターとしての役割も担っている｡

(3)高水高等学校･同付属中学校

生徒の学力を向上させ､豊かな人間性を培い､多様な生徒の進路目標を達成して

いる｡学習活動､特別活動､部活動等を通して､確かな学力､豊かな人間性と健全

な身体を身に付け､社会に貢献できる人物を育成している｡高水村塾からの歴史と

伝統を引き継ぎ､生徒､保護者､地域社会から愛され信頼される学校になっている｡

定員確保に努め､経営基盤の確立に向けた取り組みを進めている｡

6　中期財政計画(策定方針と概要)

通常の｢学生生徒等納付金収入｣だけで､学園に求められている期待に応えるに

は､難易度が高い｡そこで､体質を強化する枝として､外部資金の獲得にも力を注

いでいる｡過去､防音工事に係る空調工事の補助金を防衛省から､耐震補強工事に

伴う工事の補助金を文部科学省と岩国市から得た｡更に私立大学等改革総合支援事

業及び私立大学経営強化集中支援事業にも着手し､経営の安定化を図っている｡

新学習指導要領に従い､ ICT (高度情報通信機器等)を活用した探求学習が展開され､

アクティブラーニング(能動的学習)も積極的に実施されている｡施設･設備の充

実に満足せず､指導者との協調体制も重ねて豊かなもの-と導いてゆくことも方針

とし､寄付金については､高水学園教育振興寄付金制度を策定し､地元の企業や諸

団体及び卒業生に寄付のお願いをし､恒常的な教育環境の整備と各種奨学金制度の

充実財源として活用する｡

【短期大学】

中期計画の策定及び実施については､短期大学運営協議会で基本方針を定め､全

教職員対象の合同研修会においてSWOT (学園を取り巻く外部環境と､学園の資産

や魅力などの内部環境)の分析を行い､策定している｡

人事政策については､人事評価を具体的に検討していかなければならないが､短

期大学は単科であり､限りある人材力で大きく手腕を振っている｡教育課程に沿っ

た教員の担当科目の適切な配置と､事務職貝の業務内容を再検討し､常に合理化を

図ることとしている｡

施設設備については､水道管が老朽化したことによって漏水が発生したことから

水道管の修繕工事を行った｡それに伴い､屋上に設置していた高架水槽を撤去し､

新たに地上設置型水槽-取替工事を実施した｡ただし､校舎全体に敷設された水配

管自体までの修繕には至っていない｡
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【高等学校･中学校】

人事政策については在籍生徒数及び入学定員に見合った適正な教員数を設定し

た上で教員の適正配置を行い､定年退職者の再雇用を実施するとともに､人件費の

最適化を図る｡

施設設備については､特別教室及び第2校舎の各階にI CTの施設･設備を完了

させた｡また､第1校舎のトイレを洋式化した｡

また､校務の効率化とペーパーレス化を推進するために教員(常勤)にタブレッ

ト端末を配付し､さらに各電子機器を学園校内でスムースに利活用できるようWi

F i環境の整備を完遂する｡

導入できる予算を拡充させる手段として各行政が用意する補助金を活用し､国が

学校教育に求めるI CT化を躍進し､年度を追って授業改善と教育内容の高度化を

実現していく｡

【法人部】

経費の削減については､これまでも予算編成において一定数の圧縮を掛けてきた｡

教育水準の低下に及ばない範囲で､ ｢教育研究経費｣と｢管理経費｣を各々数%圧

縮する｡

又､遊休施設等を閉鎖することで､光熱水費の節減も行う｡また､内部監査の実

効性から､経費の適性化を図る｡

理事長の手腕は､法令や寄付行為に基づき､役割と責任をもって管理運営は確立

済であり､役員会等で実行力を発揮している｡

中長期計画の策定と遂行については､経営の安定化に向けて､理事長のもと､評

議員会･理事会において経営方針を定めている｡

法人連絡会を設置し､計画の立案や進捗状況の確認は､定期的にその会合の場で

行われている｡重鎮で構成される委員に加え､外部人員(監事等)も同席し､監査

の助けとなっている｡

【情報公開と危機意識】

｢事業計画書｣と｢事業報告書｣を学園のホームページで公開している｡また､学

園の教職員を対象に財務状況の推移について説明会を夏季に行い､その共通理解を

図っている｡

-　4　-



1.学校法人高水学園法人事務局

努鯵緩鬱鬱駿 � 豫豫�*ﾙ-Hｬ池ﾘ�ｲ��ﾘ6ﾔ畑乏�

∴∴ 遅6ﾖ｢x6ﾘ������∴∵ � ��≡i_a'-`_一類 坪耳ｴ�ﾚxｮ�^ﾅ�Bﾆvu��-HﾄH��-Hﾉﾈｬ亳8ﾉﾈﾉﾈｯI�)ﾙｹ-C�粡&侭-B�∴∴∴∴÷-:ら:∴∴∵∴∴∴ 瀦′ノ綴____'豹へ名' 

建学の精神である｢徳性の陶冶｣を実現し､豊かな人間性を育むとともに｢知徳体｣の 

バランスの取れた健全な人間を育成するにあたり､理事長がリーダーシップを発揮して 

理事会の運営にあたりつつ健全経営に最善の努力を図るとともに､理事長指導のもと評 

議員会での意見の聴取と活性化を進める○また､中学校.高等学校.短期大学をもつ学 

校法人として､各々の運営責任者と共通理解を図りつつ法人事務局が主体的に統率して 

マネジメント機能を発揮するよう努める○ 

i.,.ii"Ik'一一一獲瀦綴磯 ･縦で/′Ki".,mimnIIi- �R�

(I)外部資金の獲得に努め､経営の健全化.安定化がはかられている○ 

(2)諸経費の節減に努めるとともに､経費の適正化がはかられている○ 

(3)理事長指導のもと､理事会はそのガバナンス機能が発揮され､円滑に運営されて 

いるとともに活性化している｡ 

(4)諮問機関としての評議員会が､その役割を発揮し活性化している○ 

懸鰯i′駿嫁懸鰯懸か 

ビジョン �����������5�ｩUr�

(1)外部資金の獲得に努め､ 唸ﾙ�.(�(ﾏｸﾊx,���+x.竸(�ｾ��ﾉ��ｫI�X��鞜I9�,ﾈｧxﾕｨｻ2�

経営の健全化.安定化がは �xｨ�:霽���辷�馼ｼb韋Izxﾘ)9乂xﾕｩ9粕5Hｻ8孜�餔Y�I�倬b�

かられている○ 凅定鍼zy�Xｧy9侈Hｸi�ﾙOY�餔YN�9竸(�ｾ�馼ｼb韋Izxｧxﾕｨ���

報機器整備補助金事業.女性活躍促進施設整備補助事業等 

)や､文部科学省に対する補助金申請(耐震補強工事に伴う 

補助事業.私立大学等改革総合支援事業.私立大学経営強 

化集中支援事業等)を実施し､経営財源の健全化.安定化 

をはかる○ 

･高水学園教育振興寄付金制度を策定し､地元の企業や諸 

団体および卒業生-の寄付の依頼をはかることで､恒常的 

な教育環境の整備と各種奨学金制度の充実財源として活用 

する○ 

(2)諸経費の削減に努めると 唳uﾈ蟀])�ﾈ,�*�*(,C��Xﾞﾘﾋ�/�ﾇ���+X,H*(.��ｸｻ8支ﾊHｸhﾆ��

ともに､経費の適正化がは 儂�.(ｬyyﾘﾆ��,�,(*(,H,ﾚHｻ8支ﾊHｸh,倡���/�*ｸ+ﾘ+8,ｩLﾘ股�

かられている○ �,XｦX�コXﾞﾘﾋ�/�mｩUx,們�ﾋｸ/�,ﾘ*�.��ｲ�

･使用しない教室には施錠し､無人のトイレには消灯を心 

がけるなど光熱費の節減を行うo 

･内部監査を適宜行い､経費の適正化をはかるo 

(3)理事長指導のもと､理事 唳d�}�.(ｯ�WHﾗ8郊,舒�,8*ｺIyﾘ駟+x,ﾈ8ｨ�ｸ5��ｸ5h6(7h,ﾈ.��

会はそのガバナンス機能が �,iyﾘ馼檍,ﾈ4ｸ6�6�985�*ｩ4ｹ��,亢�Eﾈ+X,H*(.��ｹ(i+xｯｨﾇh枌�

発揮され､円滑に運営され �,ﾉzx粂.)��+ｸ�8ｻX,ﾈｦﾙDh,ﾚH7h8ﾘ5x4h4�6x6��ｸ8�嬰��ﾉ���

ているとともに活性化して いるo 凅ﾘ橙�/��ﾙ'X+X,Ih以陞�8,ﾈ,�*�,Xﾉ�:(+X,H*(.��ｲ�
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2.岩国短期大学

建学の精神｢楽学｣
｢楽学｣は､ ｢学びて時に之を習う､亦た説ばしからずや｡朋有り遠方より来たる､亦

た楽しからずや｡ ｣ ( 『論語』第-軍学而編)から由来し､ ｢学んだことを常に繰り返

していくと､やがて自分のものとなり､自由に働きを表すようになる｣という意味であ

り､絶えざる教育の実践と人格の練成を重視する｡

徳性の陶冶
･徳性の陶冶を重んじ､人間性を練り鍛える､豊かな人間形成を図る｡

･地域に生きて働く人材の養成に努める｡

(1)授業改善が進み教育の質が向上し､ゆとりと充実をめざす短期大学になっている

(2)ICTを活用し､ 21世紀型スキル-対応した教育を推進している｡

(3)地域連携を強化し､ ｢求め､愛され､選ばれる｣短期大学として取り組んでいる

(4)入学者数が増加し､定員確保に向けた取り組みを進めている｡
(5)学内業務がスリム化し､施設設備の改善が図られている｡

∴∴∴∴∴∴ ����り�員ﾈ�飴ﾃｨ�Υﾘ���
(1)授業改善が図られ教育の ��.H,h.�,h���/��h-霆8支攣/h,ﾈ淤���盈ｨｭI��ﾆzH�(b�

質が向上し､ゆとりと充実 俎Xｶ�,ﾈｨ駅�H鳧ｭHｨH,ﾈﾉ�:"�/��ﾘ.��ｲ�

をめざす短期大学になって いる○ ���ｼh,�*�*�.粕5Hｨ駅�,佰ﾈ*�+ﾔdHﾊH�8/��I��+x.��ｲ�

(2)ICTを活用し､21世紀型 ��)D隴H,Xｧx-D�5H,ﾈ5�4ﾈ8ｸ/�k隕ﾘ嶌+ZH+ｸ,ﾈｻ8支/�ｦﾙzr�
スキル-対応した教育を推 �+x.��ｲ�

進している○ ��]ｸ支ﾋｸ�ｨ,Xｨ駅�,X*ｸ.們��磯i~�/�ﾕﾉ'ｨ+X,H*(*ﾘ�ｲ溢����

事例集等の発行) 

(3)地域連携を強化し､｢求 ��要�F���X��7H4h5�5鶫�X��ﾔﾈ�ｩ9�,ﾈ��支,H辷�馼ｼh/�ﾇ��

め､愛され､選ばれる｣短 傴2飩ﾙ5x+8+�,H*(*ﾘ�ｲ�

期大学として取り組んでい る○ ��ｧy�h7ｸ8�986X4(4�,ﾉ�H偆,�7x-�.��ｲ�

(4)入学者数が増加し､定員 ��j9|ﾘ*�.�4��ｸ7h984ﾈ88987�5�/���邵+x.薬�

確保に向けた取り組みを進 ��gｸｧy<h齪,ﾈ偆ｧxｾ��y7�,ﾈｦx�,�7x-�.��ｲ�
めているo �)(b靼)�Y��ﾆx�ｼh,ﾉ�I��/��ﾘ.��ｲ�

④高水中.高等学校との連携をさらに推進するo 

(5)学内業務がスリム化し､ 施設設備の改善が図られて いる○ ��檍ｶ2綾8�檄H怦檄H駟k�ｺhｶ8檠9著,ﾈ7��ｸ7��ｸ8ﾈ5�ｲ�
を図るo 

②施設のバリアフリー化に努める○ 
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3.高水高等学校,同付属中学校

徳性の陶冶

(1)建学精神を教育の根幹に据え､校訓｢師弟親愛･堅実明朗･勤労実践｣の方針に

従い､知･徳･体のバランスのとれたカニ｢生きる力｣を養い､いかなる時代･社会に

おいても活躍できる人物を育成する｡

(2)グローバル社会と多様性社会の到来を前提に､自ら課題を見付け､その課題の解

決に向けて､自ら学び､自ら考え､判断し行動できる人物を育成する｡

(1)基礎学力と礼儀マナーを身に付けてもらえる学校との世評が高まっている｡

(2)学習活動や特別活動､部活動､さらにユネスコスクール等の校外活動､各々の分野

で活躍する多様な生徒で活気を帯びている｡

(3)歴史と伝統を受け継ぎ､生徒､保護者､地域社会から愛され信頼されている｡

(4)定員確保に努め､ 経営基盤の確立に向けた取り 組みを着実に進めている｡

ビジョン 重点目標

(1)基礎学力と礼儀マナーを

しっかりと身に付けてもら

える学校との世評が高まっ

ている｡

･基礎学力の充実については､中学校､六年制普通科､普

通科で到達目標を設定し､各教科でそれを実現するための

具体的な目標値を設け､その達成に向け全力を傾ける｡
･挨拶､清掃､ボランティア活動等､本校の伝統である実

践的な教育活動を展開し､生徒の自己肯定感を高め､規範

意識を向上させる｡

(2)学習活動や特別活動､部

活動､さらにユネスコスクー

ル等の校外活動､各々の分野

で活躍する多様な生徒で活

気を帯びている｡

･高校普通科と中高6カ年一貫教育とで､それぞれその特

徴を最大限生かせる教育課程を編成し､ ICTの活用による

授業の高度化を実現する｡
･生徒会活動を軸に学校行事を盛り上げ､学級会活動の活

性化も図る｡
･部活動の対外的な活躍を評価し､生徒のモチベーション

を高め､校内の雰囲気を明るくする｡
･ユネスコスクール等の校外活動を通じて生徒の視野を広

げ､経験値を高めることによって､課題発見の機会を増や

していく｡

･海外姉妹校との交流を活性化し､異文化や多様性につい

て生徒が身近に感じられる環境作り に取り組む｡

(3)高水村塾からの歴史と伝

統を引き継ぎ､生徒､保護

者､地域社会から愛され信

頼されている｡

･施設や設備の改修と充実を進め､本校教育の実績等を通

して､本校の校風と魅力を高める｡
･地域との連携をより深め､地域社会から信頼される学校

づくりに努める｡

(4)定員確保に努め､経営基

盤の確立に向けた取り組み

を着実に進めている｡

･地域社会や保護者の要望や期待に即した広報活動を展開

する｡
･本校と競合する他校の情報を収集し､受験日程や受験方

法を更新しながら､受験生の増加に努める｡
･本校の魅力と強みを教職員全員が共有し､熱意をもって

アピールできるようにする｡
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資金収支脱喜(法人全体)糀1棚:千円 

項 劔劔m｢ﾅ#(ﾈ亥｢�剳#8ﾊ俛��儚4年見込 剳#YD靆俛���#iD靆�����R7年見込 

収 入 の 都 佝I4ｸ����ﾎﾈ襌Jﾒ�劔��:∴∴言∴∴∴-42 劒V幽蓼耳爾�刪､器露紺鑓舗醸 剪��� ��蓋遥遼連醜轍三 

授業料等収入(入学金収入以外の全て)i369,醜 劔劔�380.192 剴3cBﾃ#����367.800 �3廿 �00 �3sRﾃ����

入学金収入 劔剴3bﾃ3����43-850 剴C�ﾃ�����40400 �40, �80_9 鋤≡≡一一 釘ﾒﾃ#���

票数料腺薙=;_=-:;:I.:雷.--7 劔� �� � 劍����� � ���ﾉ}�?�蔗�抱�ｹ~｢���

_瓢箪 侭��ﾍ"�収ま∴ 劔� �� 劔� ���ﾒ謨5��畏ﾂ����� ��

特別寄付金収入 劔� ��ﾃ�3��刪�.800 剴sS���2,000 凾� � �"ﾃ����

一般寄付金収入 劔剴2ﾃ塔���6.850 剴S����凵[7,000 �1∴ �000 ��s�����W肇#�������

縞輔琵撰荻窪 劔��千.∴ �� � 劔 � ��≡塞憲一難4, � 

国庫補助金収入 劔� 涛2ﾃゴ���28-772 劔" �451000 �144, �0匹旦_ 鼎F簸���

日本私立学校振興.共済事 劔刹燻茁� 涛2ﾃゴ���281772 剴S�ﾃss"��45,000 �44,000 剴CBﾃ����

その他国庫補助金収入 

地方公共団体補助金収入 劔劍�璽�#��ﾃC����2041247 剴#�Bﾃ#sB��250,000 �250,000 剴#S�簸��

日本私立撃破振娘.共済車 劔剪c学術研究績興賞金収入 ����0 剴���0 �0 剴��

施披売却収入 劔� ����兩∴__ニー藍 0 剪ｳ｢ｳ�ｲﾒ���凵ﾟ高一匪 0 冓iiiO 0 剴��

設備売却収入0 劔劔�0 剴���0 �0 剴��

有価拒券売却収入 劔劍�ｶ���0 剴���0 �0 剴��

その他資産蒐却収入 劔劔�0 剴��������員ﾃy?ｩ�3｢��0 �0 剴����揀#���ｶc��白�

萎駁融獄‡漕聾馨 劔∴直人∴∴∴ 劔剳�ﾟ馨馨.鱒醗≡ 劍閂��ﾘ肘j鵜������� 陶.佝井�� ��:260: ������ｩ?�示�ｨ蔟���ｹk�ｦ�ﾒ�

純m泳卑語1- 劔� ������霧3-i==:-=t欝一三 �;,._-==,-__-I_=醜=_鰯鮎_i 劍蓼蕀+8ｾﾈﾕ��冓i｣i討 唸����� � �?�稗籐z2粤��e�ﾒﾒ�

47.572 剴c"ﾃS����0__ 剴3��｣00 鉄R經������88-000 
その他の雑収入 劔� 偖ﾉ�ﾃR��2日30 劍�3涛r��3 津����3,000 剴2ﾓ����

借入金錬収入iノ霊 劔� ��������｢�::,,.0--- 剴ﾖ迄自u��凵c｣0-__ � 冓iiiO �����

長期借入金収入 劔� ����0 剴���0 �0 剴��

短期借入金収入 劔� ����0 剴���0 �0 剴��

学校償収入 劔� ���凵�? ∴高:↓沌:∴ 剴���0 剏鼈ﾓ藍 � ���ﾖ崩迄ｬｹgﾈ耳�ｩ?�?�?���

前受金般 剔ｿiiii. 劔 偖ﾈ���一一_i餓覇王 劔�� �:｢∴｢証 ���:iO∴0: 

遼繊醜避逝裏芸遥怒二二 第2号基本金引当特定資塵取 劔� �?�耳耳爾ﾖ蔦ﾒﾒ苒聒��5��%�ﾙｸ蔘ｴ��凵�1 凅ﾓﾒﾒ�鵠 冖hﾄV捧fI]��丼迭t6ﾂﾖ亦���:-i--(,擾 ��ﾙ"���

入 ����0 剴���0 �0 剴��

_壁旦星型遊里喧重賞読取 退職給与引当特定資産取崩Jl 劔� ����0 剴���0 �0 剴���

22299 劔6,900 劍耳��(詹�(�ｲ��500 �31000 剴3�����

施さ 減1 俶ｩM騅(初9i<�.磯�蝌神�¥��ｷ�初9i<�.磯�蝌神�劔iO 劔0 剴���0 剴�����

入 � �5時0 剴R������10,000 剴��ﾃ��������ｳ������

その他引当特定資産取 劔� � �10,000 剴���0 劔���

前期末未収入金収入 その他収入 ･灘網羅蒲謡羅 文 劔� �� 剪�1001679 剴cbﾃ�����10,800 �5年700 剴s�S���

0 剴���0 �0 察詳諒嶽溌流言 剴��

∴∴ 刎Κﾇ｣2ﾒﾒ���9z9��蓼蔗� 劔 凵ﾟ霊三一二三三羽04- 啖末��ﾋ��剿��ﾈｹcS�94���ﾖ��

｢-6_8.,10_6= 一一37.663 剪ﾓ��ﾃ�����-54,700 �-70,500 剴��2ﾃ����

前期末前受金 劔冓 � 劔蔦CゅCs���-49I350 �-50,000 0 剪ﾓS�ﾃ����

その他の収入調整勘定 劔冓 � �0 剪�0 �0 劔���

a � � 劍���綴饗 � ��∴∴ ��饗 僥ｸｼ�敬�Ih抱榾gﾉ,��

∴ 劔� 亳8醜ｬ哇I>Xｼ�-B�辧T霧饗懇瀦繍鬱翳懸鱗 劔 � �� �� ��
:∴ ��ﾒ� ��

支 鶴 め 郡 i ���DｮZﾙ=��/ｸ耳爾x揩�劔��一課=--L近畿蓮彊 剿鉄�"ﾃs���涛づs���剽部ｭ鍵盤畿墓遼- 劔i驅停�霧鱗=== �=-Ji三三m- 盲ｦ辻��i-1≡三三_725.:-=420-_ 

教員人件費支出 劔� 鼎イS�2�劔鼎辻ﾃ��R��54 鉄���鉄B�0 鉄��經���

88180 劔�10一,142 剴��COO �86, ��86,920 

10314 劍ｷV���剪����000 � ���10IOOO 

璃 �073 田"ﾃS���剪�~136-6-- �2�00 剽� ���88,000 

その他の人件費支出 劔� ����0 劔 � ����� ���

数請漸欝漣薬索蹄i藻霊 劔� ���-∴∴_串言的1:十∴ 劔 �-嚢 白ﾕ��u倅�� ��b_oo二三 ��

繊理経菟義戦一､1 劔�� 凉YxX蔗�予測雑駁=- 剿ｶ畠諒稜線諷5-=三三'=:ii 劔 劔9ﾙ*��ｲ�����

犠*=箋導雛 劔����4宝�I~ﾂ���- ��I_註--0. � ��� �� ����藍 ��

山 剪�剪��0 � ��0 

借入金返済支出 劔� ��0 �0 劔 � 

0 剴��剪���0 �- ���0 

∴∴∴ 劍��ｭ��ﾓ��ﾓﾓﾒ�� ���V����1_0-. 僂oo; ��

選腹醜灘三豊葦葦三塁 劔剪� 劔侭%ｸ耳ｶH����-:二烏 剴匤li 剴�Rﾒﾃ���ﾒ�

翻三浪辣三一一 刪熙0-- 劔 � ���� 剽ｿ �ｨ耳蔘Siz�6ｦ��

有価証券購入支出 劔� �����0 劔 � ���0 剴��

第2号基本食引当特定資産繰 劔� ����0 剴��� ���0 剴��

第3号基本金引当特定 劔凭一一~~｢ ����0 剴���0 �0 剴��

退職給与引当特定資産煎 劔� �#bﾃ##���5,0_09_ 剴S����500 �500 剴S���

披娘倣引当特定資産 劔� ����0 剴���0 �0 剴��

減価償却引当特建造産経 劔� ����0 剴���0 �0 剴��

その他引当特定資産繰入 劔� ��｣���0 剴���0 �0 剴��

その他資産運用支出 劔�- ����0 剴���0 �0 剴��

二そ._qB.l寓の患i 手杉償務支 劔x�9hﾘ)?��ﾔ�雨��� ��育�4陶�c����薬�剋O塁一三紛一一二姉貴 0 劍��?�耳耳耳耳耳耳6ｨ�ｳ冦H*俾｢����--37,-80匿 0 �==--二=_7_6,I_200_- 0 劍耳ﾋ纉)+#����

前期末未払金支払支出 劔� ���B繝����54,786 0 剪�62,500 �7,300 �45.700 剴h�S���

前払金支払支出 劔� ���劔����0 �0 剴��

その他支払支出(見込年度は 劔凾�ﾁ算) �"�S����30,500 剴��ﾃU�����剩�,500 �301500 剴6蔟����?�蓼蔗ﾉV末末xﾆ#���ﾕ�｢ﾒ��

裔誘き詔勅燵強震羅霊i 劔� ������h*ｹ5ｩ}���-iニー案 ��壷F�ﾘ蓼蓼ｾﾈﾖ�ﾙ?�蓼������ 刹l曇摘 -45, 偃Yzﾂ��簽｣ﾘ蓼蓼蔗�末�ｨｶ2�So彊 iO_0__ 

期末未払金 劔�-5478 劔-62,500 劔 劔���ﾒ���-61_｣_ 剪ﾓ釘ﾃ����

前期末前払金 劔� 蔦�ﾃ�#2��0 剴���- � �0 ���

0 剴���0 剪�0 �����0 

支出の部小計(B)i 劔剴���ﾃS����876,473 剴ャ偵sc2��833,800 �87-.120 剴ャb纉#��

翌年度繰越支払資金i 劔劔 �326,890 劔 �168,287 凵[35, �7 ���b紊Cr�

支出の郎合計ll, 劔劔 僮,203,1831. 劔 �1,002,087 剄H006. �37 涛�2ﾃ3cr�

(A一日)年度収支登録l 劔劔��蔦3RﾃSs��刪鼈齊�503 剪ﾓCBﾃ����蔦3"ﾂ�����ｲ�-28.870 
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